
生活・学習支援
ボランティアについて



生活学習支援ボランティア派遣事業とは

活動内容・・・ひとり親家庭等に学生が訪問し、学習支援を行う。

また、お子さんの話し相手や遊び相手として接する。

対象・・・・・ひとり親家庭や生活困窮者世帯の小・中・高校生等

（高校卒業を目指す20歳までのお子さんも対象）

目的・・・・・大学生等のボランティアがひとり親家庭等を訪問し、

子どものお兄さん・お姉さんとして子どもの心の支え

となり自立心を養うこと。



学生ボランティアが関わる意義

■ 塾に行きたくても行けない子どもたちの進学をサポート

■ 年齢が近く、子どもたちのロールモデル（将来像）に

■ 共通の話題を通じた関係構築が出来る

－子どもにとって新たな「居場所」になる。

－教員や保護者とは異なる視点からの関わりが出来る。

学生ボランティアの活動ニーズは年々高まっている



活動費・交通費・活動頻度

■ 活動費・・・１日2,660円

■ 交通費・・・支給あり（上限1,000円）

■ 活動頻度・・月２回～４回程度



①ボランティア登録の流れ（所要時間15分）

市役所来庁 申請書記入 制度説明

必要な持ち物：学生証・口座が分かるもの

２階：子育て支援課 活動希望日、教科等を記入 マッチング後の
流れを説明し終了



②マッチング成立までの流れ

派遣家庭の決定 ①⇒②に連絡 マッチング成立

マッチング成立までは、 ①母子会 ②学生 でのやり取り

市役所から送付された申請書の
情報（希望時間・教科等）から
母子会側で派遣家庭を決定

申請書に記載された
学生のメール宛てに
候補家庭が決定した旨連絡

メールで家庭の情報を確認し
問題なければその旨母子会に
返信。マッチング成立



③マッチング成立後の流れ

家庭の自宅で顔合わせ 学習支援開始

・自己紹介
・母子会職員から注意点等を説明
・家庭と学生でLINE交換
（所要時間：３０分）

母子会職員

学生 家庭

家庭学生

・顔合わせ後、そのまま学習支援開始
※母子会職員は退席

今後の日程調整は、学生と家庭で行う



報告書の提出・活動費の振り込み

学生 ：毎月の活動内容を報告書として母子会に提出

母子会：報告書をもとに活動費や交通費を支払い

母子会学生

６月活動分の報告書を
７月初旬に提出

報告書をもとに７月末に
６月分の活動費を支払い

①

②



よくあるご質問

Ｑ１ 登録してからどれくらいで活動が始まりますか？

Ａ１ その時の状況によって変わるため一概にはお答えできませんが、

活動可能な曜日や時間が多い学生の方が早く決まりやすいです。

Ｑ２ 活動時間はどれくらいが多いですか？

Ａ２ 放課後１７時～１９時の２時間程度の活動が最も多いです。

※１回の活動は４時間以内でお願いしています。

Ｑ３ 金沢市内に住んでいないのですが登録できますか？

Ａ３ 登録できます。

Ｑ４ 留学等で活動できない期間がありますが、登録できますか？

Ａ４ 登録できます。分かった時点で教えていただければ大丈夫です。


